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そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
伊
藤
滋
早
稲
田
大
学
特
命
教
授

は
「
早
急
に
府
県
合
併
を
せ
ず
に
、
ま
ず
国
家
的
見
地

か
ら
広
く
地
域
を
見
て
、
制
度
や
事
業
を
展
開
す
る
州

政
府
を
創
設
す
る
提
案
」
と
序
文
で
要
約
し
、
国
土
計

画
の
専
門
家
の
立
場
か
ら
そ
の
主
張
を
強
く
支
持
し
て

い
る
。

◆ 

連
邦
制
、
道
州
制
な
ど
の
行
政
組
織
論
か
ら
入
ら
ず
、

「
州
創
設
は
国
の
体
制
の
問
題
」
と
と
ら
え
て
「
単
一

国
家
の
国
政
機
能
を
分
割
分
権
化
」（
地
域
へ
の
分

社
化
）
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◆ 

市
町
村
、
都
道
府
県
の
現
行
「
二
層
」
の
急
な
改
革

を
も
と
め
ず
、
ま
ず
広
域
行
政
体
と
し
て
の
州
の
創

設
を
、
議
論
を
重
ね
一
〇
年
以
上
の
時
間
を
か
け
て

つ
く
っ
て
い
く
。

◆ 

そ
の
効
果
は
、
州
と
い
う
新
た
な
広
域
ユ
ニ
ッ
ト
に
、

予
算
と
権
限
と
優
秀
な
人
材
が
集
い
、
そ
こ
か
ら
独

自
の
地
域
経
営
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
構
想
の
最
終
実
現
の
た
め
に
は
、
憲
法
な

ど
の
法
律
改
正
、
独
自
財
源
確
保
の
た
め
の
制
度
改
革

な
ど
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
仮
に
憲
法
改
正
が
他
の
要

因
に
よ
っ
て
日
程
に
上
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
分

権
体
制
に
つ
い
て
も
い
ま
か
ら
議
論
の
準
備
を
し
て
お

く
に
し
く
は
な
い
。

　

本
年
二
月
、
関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
（
京
都
）
で
は
、

「
山
東
構
想
」
を
紹
介
し
つ
つ
、
先
行
す
る
行
政
組
織

「
関
西
広
域
連
合
」
が
、
民
間
と
の
緊
密
な
関
係
構
築
の

　

最
近
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
両
政
府
の
高
官

か
ら
の
要
望
で
、
戦
後
日
本
の
経
験
に
つ
い
て
討
議
し

た
が
、
平
和
国
家
日
本
の
歩
み
に
真
摯
に
学
び
た
い
と

い
う
姿
勢
に
改
め
て
心
打
た
れ
た
。

　

一
方
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」

論
も
あ
る
が
、
今
後
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば
、
日
本
は
、

他
の
先
進
国
同
様
、
経
済
成
長
と
い
う
面
で
は
衰
退
の

動
き
が
強
ま
る
。
人
口
減
少
の
テ
ン
ポ
は
急
で
、
社
会

全
体
（
人
、
イ
ン
フ
ラ
、
制
度
）
が
高
齢
化
す
る
以
上
、

労
働
＋
資
本
＋
生
産
性
の
う
ち
前
二
者
の
縮
小
は
避
け

ら
れ
ず
、
ゼ
ロ
成
長
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
現
実
は
冷
静
に
直
視
す
べ
き
で
あ
る
。
人
口

構
成
の
高
齢
化
は
所
与
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
も

も
と
将
来
、
州
政
府
と
し
て
の
受
皿
と
な
る
可
能
性
に

つ
い
て
期
待
を
表
明
し
た
。
三
月
、
内
閣
府
の
政
策
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
会
議
で
も
、
全
国
で
展
開
さ
れ
る
自
発

的
な
広
域
連
携
事
業
を
踏
ま
え
て
、
型
に
は
ま
っ
た
道

州
制
論
で
は
な
く
、
現
実
的
な
州
制
度
の
創
設
の
必
要

性
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

　

日
本
の
未
来
戦
略
に
と
っ
て
最
有
力
事
項
と
思
う
が

ゆ
え
で
あ
る
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
手
応
え
を
感
じ

た
。
日
本
型
州
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
、
各
地
域
の
機

動
力
を
飛
躍
的
に
高
め
、
持
続
可
能
で
真
に
地
域
に
寄

り
添
う
少
子
高
齢
化
対
策
（
医
療
、
福
祉
、
介
護
等
）

や
、
リ
ベ
ラ
ル
で
個
性
あ
る
教
育
と
い
っ
た
民
生
の
要

を
よ
り
充
実
す
る
。
産
業
政
策
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
広

域
単
位
で
効
率
的
、
効
果
的
に
実
行
し
、
各
地
域
が
切

磋
琢
磨
し
、
競
争
を
促
進
す
る
な
か
で
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

生
産
性
を
高
め
衰
退
の
リ
ス
ク
を
成
熟
の
シ
ナ
リ
オ
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
が
可
能
と
思
う
の
は
、
例
え
ば
、
半
世
紀
で
約

三
、〇
〇
〇
㌔
㍍
に
達
す
る
新
幹
線
建
設
、
一
、〇
〇
〇

箇
所
を
超
え
た
道
の
駅
の
普
及
、
世
界
最
高
水
準
の
宅

配
便
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
広
域
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
優
れ

た
実
績
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
国
民
の

品
質
に
対
す
る
厳
し
い
目
と
自
ら
の
勤
勉
性
の
表
れ
で

国
の
仕
事
は
高
次
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
政
策
に

ま
た
重
た
い
課
題
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
と
生
産
性
に
関
し
て
は
、
制
度
の
抜
本

的
な
作
り
直
し
に
よ
っ
て
大
い
に
高
め
う
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
は
人
為
的
で
あ
り
英
知
を
も
っ
て
克
服
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

山
東
良
文
『
要
点　

日
本
型
州
体
制
の
創
設
│
中
央

一
元
体
制
か
ら
多
極
構
造
の
州
体
制
へ
』（
㈶
国
土
計
画

協
会　

二
〇
一
四
年
四
月
）
は
我
々
に
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
。
御
年
九
二
歳
と
な
ら
れ
る
山
東
氏
は
、
今
後

一
〇
年
を
へ
て
日
本
型
「
州
制
度
」
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
る
。

日
本
型
州
体
制
へ
の
構
想

も
あ
る
。
一
方
、
国
に
は
思
い
切
っ
て
地
域
へ
の
権
限

委
譲
を
後
押
し
し
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
の
高
い
目
標
に
挑
戦

し
て
ほ
し
い
。

　

一
例
を
挙
げ
よ
う
。
国
土
面
積
で
は
小
国
の
日
本
だ

が
、
海
岸
線
延
長
は
約
三
・
五
万
㌔
㍍
、
排
他
的
経
済
水

域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
：Exclusive Econom

ic Zone
）
と
領

海
の
合
計
は
約
四
四
七
㌔
㍍（
国
土
面
積
の
約
一
二
倍
）

で
、い
ず
れ
も
世
界
第
六
位（『
海
洋
白
書
』
他
）に
あ
た
る
。

　

現
代
日
本
は
海
底
探
査
や
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開

発
な
ど
高
度
な
技
術
力
を
も
つ
最
先
端
国
で
あ
る
。
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
、
日
本
が
、
自
ら
に
委
ね
ら
れ
た

Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
領
海
を
「
自
然
資
本
」
と
と
ら
え
、
い
か
に

見
事
に
そ
の
関
係
性
を
保
つ
か
は
世
界
に
向
け
て
の
責

務
で
あ
り
、
か
つ
、
保
全
と
開
発
の
範
と
な
り
え
れ
ば
、

覇
権
的
国
家
と
は
一
線
を
画
し
、
国
際
的
に
有
効
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
の
可

能
性
は
、
ひ
と
り
海
洋
の
み
な
ら
ず
、
航
空
・
宇
宙
産

業
な
ど
で
も
芽
吹
い
て
い
る
。

　

明
確
な
役
割
分
担
の
も
と
、
国
は
、
地
域
の
課
題
は

地
域
に
委
ね
、
世
界
を
先
導
す
る
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
戦
略

産
業
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
ゆ

え
ん
で
あ
る
。
結
び
に
か
え
て
、
好
き
な
歌
詞
の
一
節

を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
心
に
描
く 

未
来
予
想
図
は 

ほ
ら 

思
っ
た
と
う
り

に 

か
な
え
ら
れ
て
く
」（
未
来
予
想
図
Ⅱ D

ream
s Com

e 

T
rue

）※

　

日
本
の
未
来
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
の
道
筋
に
は
多
く

の
困
難
と
克
服
す
べ
き
課
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
小
稿
は

明
る
い
展
望
も
描
き
う
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
た
い
。

　

戦
後
七
〇
年
で
あ
る
。
遡
っ
て
、
近
代
国
家
の
建
設

の
基
点
を
一
八
六
五
年
頃
に
置
く
と
し
て
、
た
か
だ
か

一
世
紀
半
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
間
、
ア
ジ
ア
の
未
開
の

島
国
（
世
界
の
総
陸
地
面
積
の
約
〇
・
二
五
％
、
現
状
、

国
別
順
位
は
六
〇
位
以
下
）
が
、
激
動
の
世
紀
を
ま
た

い
で
一
時
期
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
二
位
（
現
在
も
三
位
）
の

国
家
に
成
長
し
た
事
実
は
、「
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
と
し
て

歴
史
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

近
代
国
家
形
成
か
ら
一
世
紀
半

日
本
の
未
来
戦
略
・
考
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